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１ 子の成長にデジタル化をどう役立てるのか  

（４０分） 

教員の長時間労働と定員不足が教育現場の安定を奪っています。

保育の現場でも保育士の定員不足に対し、保護者・保育者双方から

「もう一人保育士を」の要求となっています。 

 次の社会を担っていく子どもたちの保育・教育の現場には、「人

として向き合い、人格としての子どもたちを健やかに育む」環境が

必要です。 

 このような現状にデジタル化はその役割をどう果たすのか、以下

質問します。 

  

（１） 保育現場でのデジタル化 

ア 入園、転園の電子申請などデジタル化の現状と課題は。 

イ 公立保育所業務支援システムについて 

(ア)  導入することになった経緯は。 

(イ)  支援システムの機能は保育現場の現状にどう効果を

発揮するか。 

(ウ)  クラウド利用が前提か。 

(エ)  本システムの対象となる幼児が卒園後にデータは削

除されるのか。 

(オ)  近隣自治体での導入実績は。 

 

（２） 教育現場でのデジタル化 

ア 教育データ利活用ロードマップに沿った本市での検討方向

は。 

イ ＧＩＧＡスクール構想の現状と課題は。 

ウ 統合型校務支援システムの機能と効果は。 

 

２ マイナンバーカードは本当に安全で便利なのか 

（２０分） 

マイナンバーカード偽造被害が相次いでいると報じられていま

す。近くは住民基本台帳カード（住基カード）偽造被害も記憶に残 
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っています。 

マイナンバーカードの健康保険証一体化が本年１２月２日から

本格実施に踏み切るとされています。紙の保険証は、その後１年間

有効とされ、カード不取得者への「資格確認書」の発行が予定され

ますが、依然として不具合は続いており問題が解決されないままで

あれば医療を受ける権利が損なわれる重大事態になってしまうの

ではないでしょうか。 

２０２３年第１回定例会での一般質問で私は、「マイナ保険証の

利用で医療は保証されるか」と質し、執行部からは「保険診療を損

なうことのないよう準備する」との答弁を得ています。それから２

年余が経過していますが、マイナ健康保険証をめぐる迷走は、問題

を解決するどころか一層傷口を広げているのではないかと感じて

います。 

マイナンバーカードを取得しないのは、健康保険証だけでなく銀

行口座や税金情報などあらゆる情報が紐づけされ個人情報が守ら

れないからという理由をあげる方が多いと考えます。 

マイナンバーカードとマイナポータルについて、以下質問しま

す。 

 

（１） 本市でマイナンバーカードを利用している業務は。 

（２） マイナンバーカードには健康保険証だけではない機能が

次々と増やされているが問題は。 

（３） マイナンバーカードにセットになっているマイナポータル 

の機能と役割は。 

(４)  マイナンバーカードの取得が任意でなくなったらどうなる

か。 

 

 


